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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第１四半期
累計期間

第68期
第１四半期
累計期間

第67期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 1,345,240 1,190,774 5,083,885

経常利益（千円） 92,239 61,200 266,595

四半期（当期）純利益（千円） 41,061 38,676 89,374

持分法を適用した場合の投資利益（千

円）
－ － －

資本金（千円） 1,350,000 1,350,000 1,350,000

発行済株式総数（千株） 16,000 14,000 14,000

純資産額（千円） 3,178,076 3,229,878 3,259,594

総資産額（千円） 6,571,075 5,883,629 5,742,794

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
3.59 3.35 7.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 5.00

自己資本比率（％） 48.36 54.90 56.76

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　　　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生しました東日本大震災の影響により依然とし

て厳しい状況にあるものの、サプライチェーンの立て直しが進み、生産活動が回復していくなかで上向きの兆しも

みられます。しかし、電力供給の制約や原子力災害及び円高等の影響により、景気の先行きは不透明な状況で推移し

ております。また、畜産酪農業界におきましては、稲わら・牛肉から国の暫定規制値を超える放射性セシウムが検出

され、肉用牛の出荷制限、さらに、高濃度の放射性セシウムが含まれる可能性のある堆肥等におきましても、施用・

生産・流通の自粛がなされており、予断を許さない状況にあります。

　このような情勢のもと、農機事業部におきましては、農業従事者の高齢化や後継者不足による農家戸数の減少と

いった構造的な問題に加え、東北・関東地方における震災の影響等により、売上高は前年同期比１億74百万円減少

し10億10百万円（前年同期比14.7％減）となりました。

　一方、軸受事業部におきましては、風力発電用軸受の受注が増加しました結果、売上高は前年同期比20百万円増

加し１億80百万円（前年同期比12.6％増）となりました。

  以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は前年同期比１億54百万円減少し11億90百万円（前年同期比11.5％

減）となりました。

　利益面におきましては、売上高が減少しました結果、営業利益は前年同期比35百万円減少し51百万円（前年同期

比40.9％減）、経常利益は前年同期比31百万円減少し61百万円（前年同期比33.7％減）、そして四半期純利益は38

百万円（前年同期比5.8％減）となりました。　

　

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

   当第１四半期累計期間における農機事業部の研究開発活動の金額は、16,635千円であります。

   なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 14,000,000 14,000,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 14,000,000 14,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

　平成23年６月30日
－ 14,000,000－ 1,350,000－ 825,877

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,469,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,483,000 11,483 －

単元未満株式 普通株式　　　48,000 － －

発行済株式総数 14,000,000 － －

総株主の議決権 － 11,483 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権の数４個）含まれてお

ります。　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ
三重県名張市夏見

2828番地
2,469,000 － 2,469,000 17.63

計 － 2,469,000 － 2,469,000 17.63

　

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 319,722 272,259

受取手形及び売掛金 1,003,767 1,002,342

商品及び製品 751,824 828,241

仕掛品 135,648 126,170

原材料及び貯蔵品 167,566 228,345

未収入金 ※
 732,892

※
 768,911

その他 143,230 172,384

流動資産合計 3,254,653 3,398,655

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 622,206 612,793

機械及び装置（純額） 196,478 249,713

土地 625,857 625,857

建設仮勘定 39,000 －

その他（純額） 64,967 63,616

有形固定資産合計 1,548,509 1,551,979

無形固定資産 22,209 20,539

投資その他の資産 917,421 912,455

固定資産合計 2,488,141 2,484,974

資産合計 5,742,794 5,883,629

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 335,593 495,714

短期借入金 680,012 511,012

未払法人税等 － 64,460

賞与引当金 100,106 34,996

その他 177,826 397,234

流動負債合計 1,293,539 1,503,418

固定負債

長期借入金 523,308 478,305

退職給付引当金 598,113 610,349

役員退職慰労引当金 57,150 50,590

その他 11,088 11,088

固定負債合計 1,189,660 1,150,333

負債合計 2,483,199 2,653,751
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 1,672,369 1,653,391

自己株式 △617,198 △617,198

株主資本合計 3,231,048 3,212,070

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,364 18,146

繰延ヘッジ損益 1,182 △339

評価・換算差額等合計 28,546 17,807

純資産合計 3,259,594 3,229,878

負債純資産合計 5,742,794 5,883,629
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,345,240 1,190,774

売上原価 925,986 817,697

売上総利益 419,253 373,076

販売費及び一般管理費 331,602 321,284

営業利益 87,650 51,792

営業外収益

受取利息 102 73

受取配当金 5,535 6,292

不動産賃貸料 6,716 6,805

その他 580 1,387

営業外収益合計 12,934 14,559

営業外費用

支払利息 5,201 3,186

不動産賃貸原価 1,134 1,242

寄付金 2,010 10

その他 － 712

営業外費用合計 8,345 5,152

経常利益 92,239 61,200

特別損失

固定資産廃棄損 － 84

投資有価証券評価損 14,534 －

特別損失合計 14,534 84

税引前四半期純利益 77,704 61,115

法人税、住民税及び事業税 57,578 62,211

法人税等調整額 △20,935 △39,772

法人税等合計 36,643 22,438

四半期純利益 41,061 38,676
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【継続企業の前提に関する事項】

　    該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　    該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

【追加情報】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当第１四半期累計期間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （自　平成23年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成23年６月30日）　

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

 
 

前事業年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成23年６月30日）　

 
　※   　うち、ファクタリング方式によ

り譲渡した売上債権の未収

額

 

　695,714千円

 

731,446千円

（四半期損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期累計期間に係る四半期キャッシ

　　　ュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償

却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 

 

前第１四半期累計期間　
（自　平成22年４月１日　
至　平成22年６月30日）　

当第１四半期累計期間　
（自　平成23年４月１日　
至　平成23年６月30日）　

 
　減価償却費 
 

 
　　　　　　　　　　　39,094千円

 
　　　　　　　　　　　36,425千円 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,154利益剰余金 5 平成22年３月31日平成22年６月30日

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,654利益剰余金 5 平成23年３月31日平成23年６月30日

　

EDINET提出書類

株式会社タカキタ(E01617)

四半期報告書

11/14



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額
（注）１

　四半期損益計算
書計上額
（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 1,185,070160,169　 1,345,240 　－ 1,345,240

セグメント利益　 61,678 17,153 78,832 　8,818 87,650

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（単位：千円）

　
報告セグメント

合計　
調整額
（注）１

　四半期損益計算
書計上額
（注）２　農機事業部　 軸受事業部　

売上高　 1,010,439180,334　 1,190,774 　－ 1,190,774

セグメント利益　 26,025 13,753 39,779 　12,013 51,792

　　　　　　（注）１．セグメント利益の調整額は、鉄屑等のスクラップ売却代であります。

　　　　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円59銭 3円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 41,061 38,676

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 41,061 38,676

普通株式の期中平均株式数（株） 11,430,992 11,530,962

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月12日

株式会社タカキタ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員

業務執行社員

　

 公認会計士 安 藤　泰 行  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴 木　 實    印

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキタ

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第68期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキタの平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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